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·͕͖͑＝高温かつ過酷な環境で精緻なものづくりを必
要とする鉄鋼業，金属加工業では，古くから圧延プロセ
ス制御などを中心に生産ラインの自動制御に取り組んで
きた。当社においても例えば塑性加工の制御に必要とな
る高度なモデルベースト制御やセンシング技術，通信技
術の製造プロセスへの適用に取り組んできた。
　情報通信技術の発展とともに大量のデータ取得が可能
になり，その活用はモデルベースト制御から学習制御へ
と発展するとともに，近年では物理だ醼辶ク蚕依かせ能
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　データ駆動科学の応用が発展するにつれ，物理モデル
のように数式で表現できる現象にデータ駆動科学を適用
することに加え，人に蓄えられた経験をデータ駆動科学
モデルに取り込むことが可能となった。こうしたデータ
駆動科学に塑性加工や流熱予測などの科学分野のドメイ
ン知識を応用し，人が明らかにしたより良いやり方を学
ぶ仕組みをもつAIについて，工場の操業と材料開発へ
の適用事例から特徴を解説する。実際のプラントにおい
て，各種センサの計測値や人が入力したデータは様々な
現実から生まれる誤差要因を含み，かつ工場やプラント
を多様な条件で操業する場合はデータの量も十分に確保
できるとは限らないため，当社では様々な物理モデルを
駆使して物理的な正しさを一定量担保しつつ，人の経験
や物理則，すなわちドメイン知識を埋め込めるように工
夫したデータ駆動型のモデルをもちいて物理と実際の操
業の間を埋める技術を培ってきた。ਤ �にはその一例
を示している。図 2下部に示すように，物理モデルで表
現が難しい現実の揺らぎをデータ駆動型のモデルで合わ
せこみ，データ駆動型モデルに対しては未学習のデータ
領域の安定性を物理モデルで確保することで，それぞれ
のモデルの長所を活かす。AIに搭載するモデルにおい
て，物理モデルとデータ駆動型モデルのどちらに比重を
置くかは対象を良く知る人のノウハウの再現しやすさか
ら決定する。そうして得られたモデルと人との間に人が
解釈しやすいアウトプットを備えることで，AIの出力
を通じて人は多次元のデータを理解することができ，人
が持つノウハウや経験と照合して，AIの出力と現実に
起きていることの整合性や妥当性を評価することができ
る。
　例えば，製鋼溶鋼温度予測技術の開発においては，人
を琶
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データ駆動科学を応用して新たな知見にたどり着くため
の一つの解であり，人とAIとが相互的に成長するため
の基本であると考えている。
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象としたもので，実験的な取り組みではあるものの応用
範囲は非常に広いと考える。
　人依存のものづくりにおいてデータ駆動科学の適用を
拡大していくためには，この人とモデルの相互理解やモ
デルへの意思の埋め込みが不可欠であり，今後もXAI
は産業界を中心に発展を続けると考えられる。当社は
XAIについての知見はまだ少なく，獲得すべき技術の
方向性については明確な答えは定められていないもの


